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はじめに
　総社市は，岡山県の南部に位置し，
市の中央部を岡山県の三大河川の一
つ高梁川が南流している．北部は吉
備高原につづく山々に囲まれ，南部
は高梁川両岸に広がる豊かな平野が
広がる温和な自然環境である．
　旧総社市は昭和29年３月に総社町
と周辺６村が合併し，市制を施行し
た．当時の人口は36,968人である．
その後，昭和47年４月に吉備郡昭和
町を編入．平成17年３月２日に山手
村，清音村と合併し，現総社市が誕
生した．現在の人口68,000人である．
総社市は，古代吉備文化の発祥の地
として栄えた歴史と文化があり，県
内唯一の五重塔を有する国分寺，名
勝豪渓，雪舟ゆかりの宝福寺，作山
古墳，山城鬼ノ城，楠木正成ゆかり
の福山城跡等があり，県南の一中核
都市としての重要性を担っている存
在である．
病院の沿革：概要
　当院は昭和29年４月に，初代院長
森下亮善が現在の位置で木造病床数
51床にて，内科・外科・小児科・放
射線科にて許可開院，昭和34年３月
に病床数62床に増床，昭和42年に鉄
筋コンクリート建３階の62床のまま
で新改築，昭和62年８月，病床定員
72名に増床し現在に至る．職員数は
71名であった．その後部分増設や，
リハビリ室等も建て増ししている．
　現在，病床数72床，一般病床（13：
１）37床，療養病棟入院基本料１，
35床，医師数７名，看護職，事務職，
ＰＴ，栄養士等を含め総数104名．以
上で病院を運営している．
　標榜診療科目は，内科・外科・循
環器科・整形外科・泌尿器科・皮膚
科・肛門科・胃腸科であり，他に土
曜は呼吸器専門医，大腸専門医の外
来を行っている．
　附属施設として，通所リハビリ・
訪問リハビリ・訪問看護ステーショ
ンのぞみ・もりした介護支援事業所
等があり，日夜活動している．
将来の目標
　ＪＲ総社駅より徒歩１分，国道180
号線にも近く，交通の便に恵れた総
社市街地中心部に開業して半世紀，
気軽にかかれる「まちの病院」とし
て，健康を守り続けてきた．
　今後は，予防医療に力を入れた総
合診療施設をめざしている．病気の
早期発見，早期治療を実現するため，
信頼出来るスタッフに加えて最新鋭
の医療機器を備えている．超音波を
使った新型エコー，画像を立体的に
みることが出来るヘリカルＣＴ等を
駆使し，心臓や脳の重大疾患，がん
などをより早期の段階で発見，予防
にも効果を発揮している．
　小型規模の病院の特徴として，倉
敷中央病院，川崎医科大学附属病院，
岡山大学病院，岡山済生会病院，国
立岡山医療センター等市外の大規模
総合病院と密接に連携，地域住民が
最初に安心してかかれる医療体制を
整えている．
　さらに介護事業に力を入れている
のも大きな特徴である．理学療法士
が利用者宅を訪ねる「訪問リハビリ」
は，倉敷・総社圏域でも貴重な存在，
利用者の負担が少なく，倉敷市内の
病院からも依頼が相次いでいる．
　「こらからも地域の人の健康と安
心を守れる医療機関でありたい．そ
のために，常にニーズの把握に努め，
病院をあげて研鑽を続ける」決意で
ある．小規模であるだけに患者本位
の利用し易い病院という理念を一貫
して守り，高齢化，生活習慣病など
の現代社会の課題に地道に取り組ん
でいきたい．
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